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日
本
共
産
党 

上
田
　
祐
子

み
ら
い
政
策
会
議 

近
藤
　
秀
二

 

清
水
　
勝
利

あ
や
せ
市
民
会
議 

　
近
藤
　
洋

　
問
　
市
民
自
治
の
実
現
の
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
等
、
地
域
の
課
題
の
発
掘
や
解
決

に
つ
な
が
る
生
き
た
学
ぶ
場
の
充
実
が
必

要
で
は
。
バ
ス
交
通
検
討
市
民
会
議
は
市

内
全
域
に
交
通
権
を
保
障
す
る
視
点
で
進

め
、
メ
ン
バ
ー
以
外
の
市
民
か
ら
も
広
く

意
見
集
約
す
べ
き
で
は
。
東
名
イ
ン
タ
ー

は
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

市
民
の
議
論
の
場
を
大
き
く
つ
く
り
住
民

投
票
な
ど
の
方
法
も
と
る
べ
き
で
は
。
一

ク
ラ
ス
の
人
数
が
国
の
基
準
を
超
え
て
し

ま
っ
た
天
台
小
学
校
一
年
生
に
、
適
宜
対

応
で
き
る
加
配
の
先
生
を
保
障
す
べ
き
で

は
。
コ
ン
テ
ナ
の
積
み
上
げ
な
ど
、
新
た

な
課
題
に
も
敏
感
に
対
応
で
き
る
安
全
確

保
の
視
点
や
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

　
答
　
学
ぶ
場
と
し
て
は
、
公
民
館
等
の

利
用
項
目
に
ま
ち
づ
く
り
等
を
加
え
る
こ

と
か
ら
対
応
し
た
い
。
バ
ス
交
通
検
討
市

民
会
議
で
は
、
市
内
循
環
バ
ス
を
発
展
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
に
移
行
し
、
市

中
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
確
保
を
は
じ
め
、

利
便
性
向
上
に
向
け
交
通
全
般
を
議
論
し

て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
年
度

末
の
調
査
結
果
を
積
極
的
に
公
表
し
、
地

域
別
説
明
会
の
開
催
を
検
討
す
る
。
天
台

小
学
校
一
年
生
の
現
状
は
、
少
人
数
学
級

導
入
ま
で
の
間
、
現
在
の
学
校
機
能
を
最

大
限
に
活
用
し
て
対
応
し
た
い
。
市
民
の

安
全
確
保
の
視
点
で
は
、
予
見
さ
れ
る
も

の
が
広
範
囲
な
た
め
、
所
管
を
ま
た
が
る

事
案
は
、
そ
の
都
度
調
整
し
て
対
応
す
る
。

　
問
　
市
長
当
選
後
の
広
報
に
掲
載
し
た

市
政
運
営
方
針
や
所
信
表
明
で
は
、
政
策

全
般
の
羅
列
に
な
っ
て
お
り
、
ど
の
よ
う

に
そ
し
て
ど
の
方
向
に
市
の
舵
取
り
を
し

て
い
く
の
か
が
市
民
に
分
か
り
に
く
い
と

思
う
。
形
の
見
え
る
分
か
り
や
す
い
市
政

こ
そ
市
民
と
行
政
の
距
離
を
縮
め
、
市
に

興
味
を
持
ち
、
ひ
い
て
は
市
長
の
目
指
す

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
も
の
と
考
え

る
。
そ
れ
に
は
市
長
の
考
え
や
方
向
性
が

分
か
り
や
す
い
骨
太
の
方
針
を
示
す
こ
と

が
有
効
と
考
え
る
。
市
長
に
な
っ
て
二
カ

月
弱
、
ま
だ
ま
だ
政
策
的
な
つ
め
が
で
き

て
い
な
い
と
思
う
が
、
現
時
点
に
お
け
る

骨
太
の
方
針
の
考
え
と
、
実
現
に
向
け
て

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
答
　
笠
間
市
政
の
骨
太
の
方
針
で
は
、

市
長
等
特
別
職
の
報
酬
引
き
下
げ
、
市
長

公
用
車
の
環
境
対
応
車
へ
の
切
り
替
え
、

行
・
財
政
改
革
へ
の
早
期
着
手
、
行
政
評

価
に
お
け
る
外
部
評
価
委
員
会
の
設
置
、

少
人
数
学
級
と
学
区
選
択
制
の
導
入
な
ど

に
重
点
を
置
き
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
民
意
の
反
映

が
重
要
で
あ
り
、
市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
明
確
に
し
協
力
し
合
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
市
民
と
行
政
と
の
信
頼

と
責
任
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築

す
る
た
め
、
市
政
に
関
わ
る
情
報
を
積
極

的
に
提
供
し
、
行
政
運
営
に
お
け
る
透
明

性
を
高
め
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
と
し
て
参
画
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
問
　
所
信
表
明
の
中
に
「
市
の
財
政
状

況
な
ど
を
市
民
に
分
か
り
や
す
く
公
開
す

る
」
と
あ
る
が
、
「
分
か
り
や
す
く
」
の

具
体
的
な
方
法
は
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に

公
開
し
て
市
民
に
伝
え
る
の
か
。
例
え
ば
、

決
算
説
明
資
料
の
「
も
み
じ
会
補
助
金
十

九
万
二
千
円
」
で
は
、
市
民
に
は
何
に
使

っ
た
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
「
議
員
や
市

三
役
の
Ｏ
Ｂ
で
構
成
す
る
も
み
じ
会
で
、

総
会
等
の
賄
い
に
使
っ
た
」
と
細
か
く
書

け
ば
、
市
民
に
は
分
か
り
や
す
く
、
必
要
、

不
必
要
の
判
断
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

公
開
に
当
た
っ
て
は
、
広
報
別
冊
決
算
お

知
ら
せ
号
と
し
て
、
全
事
業
を
十
二
回
に

分
け
て
細
か
い
内
容
を
分
か
り
や
す
く
掲

載
し
、
月
一
回
発
行
し
て
は
ど
う
か
。

　
答
　
現
在
、
予
算
及
び
決
算
の
提
案
時

に
添
付
し
て
い
る
予
算
の
概
要
及
び
決
算

説
明
資
料
を
よ
り
詳
し
く
、
分
か
り
や
す

い
も
の
に
充
実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
資
料
を
基
礎

と
し
て
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
も
と

よ
り
、
自
治
会
を
通
じ
て
多
く
の
市
民
に

予
算
・
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
今
の
広
報
に
つ
い
て
は

カ
ラ
ー
版
で
な
く
て
も
い
い
の
で
は
と
思

っ
て
お
り
、
カ
ラ
ー
で
な
か
っ
た
場
合
ど

の
程
度
部
数
を
増
や
せ
る
か
な
ど
を
調
査

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

別
冊
決
算
お
知
ら
せ
号
に
つ
い
て
も
、
紙

面
の
関
係
も
あ
る
が
、
内
部
的
に
協
議
し

て
い
き
た
い
。

　
問
　
本
市
の
土
木
関
係
の
落
札
率
は
近

隣
市
と
比
べ
高
い
実
態
で
あ
り
、
新
聞
で

も
九
五
％
を
超
え
る
と
競
争
原
理
が
働
い

て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
再
三
私
が

指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
入
札
に
至
る
ま

で
の
制
度
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
、
公

共
工
事
の
入
札
制
度
を
早
急
に
改
革
し
、

真
の
公
平
、
公
正
、
透
明
性
、
競
争
性
の

原
理
に
立
ち
返
っ
て
欲
し
い
。
市
長
は
行
・

財
政
改
革
を
断
行
と
掲
げ
、
競
争
入
札
を

よ
り
徹
底
し
て
予
算
執
行
の
効
率
化
と
透

明
性
を
確
保
す
る
と
し
た
市
政
運
営
方
針

を
示
し
た
が
、
そ
の
具
体
策
は
。
ま
た
、

従
来
の
建
設
協
会
会
員
の
み
を
最
優
先
に

し
た
指
名
で
は
な
く
、
非
会
員
に
も
公
平

な
市
内
業
者
優
先
策
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

　
答
　
本
市
で
は
、
入
札
契
約
制
度
検
討

委
員
会
を
平
成
五
年
に
設
置
し
改
善
を
図

っ
て
い
る
が
、
今
後
の
よ
り
一
層
の
透
明

性
、
公
平
性
、
競
争
性
を
確
保
す
る
た
め

に
も
制
度
改
革
が
急
務
と
考
え
、
入
札
参

加
者
の
指
名
数
や
工
事
希
望
型
指
名
競
争

入
札
の
基
準
額
及
び
最
低
制
限
価
格
等
の

見
直
し
を
図
る
よ
う
指
示
し
た
。
ま
た
、

公
共
工
事
の
入
札
手
続
き
や
事
務
の
効
率

化
、
談
合
防
止
な
ど
に
有
効
な
電
子
入
札

シ
ス
テ
ム
を
県
下
共
同
で
運
営
す
べ
く
協

議
し
て
お
り
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
稼
動

す
る
予
定
で
あ
る
。
市
内
業
者
優
先
に
つ

い
て
は
、
建
設
協
会
会
員
を
問
わ
ず
、
工

事
の
規
模
や
難
易
度
、
実
績
等
を
考
慮
し

た
中
で
公
平
に
指
名
す
る
こ
と
と
し
た
。

１２月定例会は、１２月２日から１７日まで開かれる予定です

２日（木）

７日（火）

８日（水）

９日（木）

10日（金）

14日（火）

15日（水）

17日（金）

本会議（議案審議）

教育福祉常任委員会

経済建設常任委員会

総務常任委員会

基地対策特別委員会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（委員長報告～採決）

あなたも傍聴してみませんか
　本会議は、簡単な受け付けだけで傍聴できます
・傍聴の際、希望の方には議案資料を貸し出しいたします
　なお、資料は１０部ですので窓口での申し込み順となります
・一般質問の日には、市民ホールのテレビで本会議場の内容を
　モニター放映しています
・審議日程は状況によって変更することがありますので、議会
　事務局までお問い合わせください
・開会時間は午前９時、１７日（金）は９時３０分になります

10月26日、吉岡の県家畜集合センターにおいて市畜産共進会が開催され、
乳牛・肉豚・鶏卵の各部門で審査が行われました


